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要 旨
　トマス・ハーディが1886年に執筆した『カスターブリッジの町長』は，故郷
への愛着が色濃く滲み出ており，ハーディの自然観があふれる代表的な作品で
ある。この物語には，カスターブリッジという町を舞台に主人公マイケル・ヘ
ンチャードの壮絶な生涯が描かれている。自然現象と結びつき，恩恵や猛威を
もたらす自然の多様性と呼応するヘンチャードは，雄大なる自然である大自然
を体現し，人間の本性である自然と一体化する人物である。また，カスターブ
リッジで生長しながら大輪を咲かせる義娘のエリザベス＝ジェインは，大地と
の結びつきが示唆されており，二人には，互いに歩み寄り，共鳴し合うといっ
た力強い結びつきがあるのである。本稿では，気候や風土，樹木や生き物とい
った自然描写とヘンチャードの生き方に着目し，大自然に人間性を，また，人
間に大自然性を結びつけることで，自然の偉大さと人間の生命力の強さを重ね
合わせたハーディの自然観を論考する。
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は じ め に
　トマス・ハーディ（Thomas Hardy, 1840-1928）が生まれ育ったドーセット
（Dorset）州のハイアー・ボックハンプトン（Higher Bockhampton）は，緑豊
かな大地にさまざまな草木や植物，小動物などが生息している自然の宝庫
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である。ハーディが描く風景は，幼いころから親しんできた故郷の自然を
原点としている。初期の作品『緑樹の陰で』Under the Greenwood Tree （1872）
をはじめ，『はるか群衆をはなれて』Far From the Madding Crowd （1874）や
『帰郷』The Return of the Native （1878），『森林地の人々』The Woodlanders 
（1887）など，ハーディが生み出す作品には土の香りが漂う農場や荒野，森
林深い田園を舞台にした物語が多い。ハーディは自然の中に人々や生活，
風習，伝承などを常に見つめていたのである。1886年に執筆した『カスタ
ーブリッジの町長―ある性格を持つ人物の生と死の物語―』The Mayor of 
Casterbridge: The Life and Death of a Man of Character（以下，『カスターブリッ
ジの町長』と記す。）1）も，故郷への愛着が色濃く滲み出ており，ハーディの
自然観があふれる代表的な作品である2）。序文にもあるように3），この物語
には，カスターブリッジ（Casterbridge）という町を舞台に主人公マイケル・
ヘンチャード（Michael Henchard）の壮絶な生涯が描かれている4）。人生に奮
闘し続けるヘンチャードが終焉の地としてたどり着く場所は，自然の原風
景を想起させるエグドン・ヒース（Egdon Heath）である。
　本稿では，気候や風土，樹木や生き物といった自然描写とヘンチャード
の生き方に着目し，雄大なる自然である大自然に人間性を，また，人間に
大自然性を結びつけることで，自然の偉大さと人間の生命力の強さを重ね
合わせたハーディの自然観を論考する。
第 ₁ 章　ヘンチャードの「大自然性」
1　自然の風景描写
　この作品においてハーディが描く自然には，雷や大雨のような激しく不
安定な描写がある一方で，太陽の光が注ぎ込み，そよ風が吹き渡るといっ
た穏やかな風景描写も見られる。
　例えば，不安定な描写として，祝賀の日に快晴だった空にどんよりと雲
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がかかり，湿気を含んだ風が吹き出し，嵐の前触れのように天候が怪しく
なってくる様子が描かれている。
At twelve o’clock the rain began to fall, small and steady, commencing 
and increasing so insensibly that it was difficult to state exactly when 
dry weather ended or wet established itself. The slight moisture 
resolved itself into a monotonous smiting of earth by heaven in torrents 
to which no end could be prognosticated. （102）
　一方，空から眺めたカスターブリッジが深い緑色の並木に囲まれ，色彩
豊かで平穏な田園風景として俯瞰的に描かれている場面もある。
　To birds of the more soaring kind Casterbridge must have appeared 
on this fine evening as a mosaic-work of subdued reds, browns, greys, 
and crystals, held together by a rectangular frame of deep green. （27）
　カスターブリッジと周辺の田舎の風景との密接なつながりについて
Michael Millgate が述べているように5），ハーディが愛着を持った田園風景
の美しさがカスターブリッジに投影されているのである。
　しかし，ハーディが描く自然の風景は単に自然現象を表すのではなく，
人間の生活を揺るがすほど多大な影響を及ぼす。例えば，カスターブリッ
ジに住む人々が天候不良の小麦を原料としたパンの質の悪さを嘆いたり，
町長のヘンチャードが町会議員や穀物商たちと，天候や気温の変化によっ
て豊作や凶作が左右されるといった議論を交わしたりする場面に見られる
ように，食を支える穀物の出来不出来は，まさに人々の食生活への悪影響
や経済的な死活問題を引き起こすのである。
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　Thus Casterbridge was in most respects but the pole, focus, or nerve-
knot of the surrounding country life; ︙ . Casterbridge lived by 
agriculture ︙ . The townsfolk understood every fluctuation in the rustic’
s condition, for it affected their receipts as much as the labourer’s; ︙ . 
（60-61）
　さらに，ハーディは自然と人間との関わりを描いた『帰郷』において，
自然の悠久性と人間性を帯びた偉大なる大地としてエグドン・ヒースを描
いている。ここにハーディの自然観の一端が垣間見られるのである。
　It［=Egdon］ was at present a place perfectly accordant with man’s 
nature-neither ghastly, hateful, nor ugly: neither commonplace, 
unmeaning, nor tame; but, like man, slighted and enduring; and withal 
singularly colossal and mysterious in its swarthy monotony. （The Return 
of the Native, 11）（［ ］筆者）
　このように，ハーディは古代ギリシャ的自然観が織り込まれた自然を描
きつつ人間の生活に直結した自然も描いており，良くも悪くも人間は自然
を享受しながら営みを続けていくのである。ハーディは，人智を超えた雄
大なる自然である大自然に対して脅威や恩恵の念を抱きながら，大自然と
人間との関わりを追求しているといえる。
2　ヘンチャードの人物像
　ヘンチャードの人物像は，ハーディの作品における登場人物の中でも群
を抜いて強烈な印象を与える極端な性格を持っている。
　物語の冒頭で，小麦粥にラム酒を加えてもらったヘンチャードが酔った
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勢いで癇癪を起こし，妻のスーザン（Susan Henchard）と実の娘エリザベス
＝ジェイン（Elizabeth-Jane）を船乗りのリチャード・ニューソン（Richard 
Newson）に競り売りしてしまう。この場面で，ヘンチャードの性格の一面
として，向こう見ずで怒りっぽく，激高したあげく自暴自棄に陥るといっ
た極端な激しさが見られる。一方で，太陽の温かな光を浴びて泥酔状態か
ら覚め，床に落ちている妻の指輪を拾い上げたヘンチャードは，自分の犯
した過ちを償いたい一心で禁酒を誓い，妻と娘を探し続けたいといった執
着心にとらわれる。しかし結局，見つけることができないまま穀物を商う
仕事に精を出し，ついにはカスターブリッジの町長にまで至るのである。
別れてから十数年後，スーザンと再会した時，ヘンチャードは妻への償い
と娘に居心地のよい家庭を与えることで，良心の呵責に自らを罰するとい
う決意を貫くのである。
［T］hree large resolves: one to make amends to his neglected Susan, 
another to provide a comfortable home for Elizabeth-Jane under his 
paternal eye; and a third to castigate himself with the thorns which 
these restitutory acts brought in their train; ︙ .（81）
　また，再婚したスーザンの体調がすぐれず，やがて衰弱し，最期の息を
引き取る。スーザンが気力を振り絞って記した手紙には，一緒にいるエリ
ザベス＝ジェインがヘンチャードの実の娘ではないという真実が告白され
ていた。
Elizabeth-Jane is not your Elizabeth-Jane—the child who was in my 
arms when you sold me. No; she died three months after that, and this 
living one is my other husband’s. I christened her by the same name we 
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had given to the first, and she filled up the ache I felt at the other’s loss. 
（123）
　その事実を知ったヘンチャードは，激しい絶望感に襲われ，堪えること
しかできない。それまでの一連の出来事は「身から出た錆」で，当然に起
こったことと考え，受け入れていこうとするのである。ヘンチャードは新
たな状況で生活の第一歩を踏み出すが，義娘のエリザベス＝ジェインに戸
惑いの気持ちが生じ，よそよそしい態度で接するようになる。やがて，エ
リザベス＝ジェインは，自分の無教養のせいでヘンチャードが不機嫌にな
っているのではないかと感じ，家を出ようとする。悲しい思いをひたすら
自分の胸だけに留めてきたヘンチャードは，今後も一緒に暮らしてほしい
と懇願するが，その願いは叶わなかった。
　このように，激高して自暴自棄に陥ったり，失望感を味わったり，耐え
忍んだりするヘンチャードは，強烈な印象を与えながら，晴雨定まらず変
わりやすい空模様のように心情の揺れ動きを見せるのである。まさに自然
現象の一端を具現化するものといえる。
3　大自然とヘンチャードとの関わり
　Jeannette King は，『カスターブリッジの町長』にはギリシャ悲劇的な要
素が盛り込まれていると述べている6）。ここに見られるヘンチャード像は，
運命に立ち向かいながらも翻弄される悲劇のヒーローとして位置付けられ
ている。
　しかし，ヘンチャードには，単なる悲劇のヒーローというだけではなく，
自然のメカニズムの中で懸命に生き抜く勇者のような力強さがある。それ
は，人間が制御できない生死や本能といった自然を含有したヘンチャード
が，大空や太陽，草木や土といった大いなる自然に呼応しながら人生を歩
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んでいるからである。つまり，大自然の風景と自分の内面にある自然とが
一体化しているのである。例えば，一番信頼できる有能な部下として登場
するドナルド・ファーフレー（Donald Farfrae）7）の独立を知ったヘンチャー
ドは，思わぬ一撃を加えられ，激しい怒りという不安定な感情に襲われる。
それが自然の強烈な威力や脅威をまざまざと見せつける火山（volcanic）に
譬えられて表現されている。
Those tones showed that, though under a long reign of self-control he 
had become Mayor and churchwarden and what not, there was still the 
same unruly volcanic stuff beneath the rind of Michael Henchard as 
when he had sold his wife at Weydon Fair. （110）（下線筆者）
　一方，自らの傲慢さや過去の出来事により名誉が失墜したことで，相棒
であったファーフレーに町長の地位を譲り，ニューソンがエリザベス＝ジ
ェインの実の父親であると心に刻みながら，ヘンチャードはカスターブリ
ッジを立ち去る決心を固める。しかし，エリザベス＝ジェインを愛おしく
思うヘンチャードは，太陽や月，星の位置からカスターブリッジの方角に
心を留めながら，町を中心として円を描くように彷徨う。この場面に象徴
されるように，ヘンチャードの人生の軌跡は円環をイメージして表されて
いるのである。
　天空を見上げて自分が進む方向を決めているヘンチャードは，大自然と
いう自分より強大なものの存在を認め，自分の行動を大自然の営みに合わ
せていくのである。
In ascending any particular hill, he ascertained the bearings as nearly as 
he could by means of the sun, moon, or stars, and settled in his mind the 
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exact direction in which Casterbridge and Elizabeth-Jane lay. （313）
　また，ヘンチャードの一生は，当初干し草刈りで登場し，後に町長にな
り，再び干し草刈りに戻っていく。作品中の大部分は町長としてのヘンチ
ャード像が語られ，印象付けられている。例えば，スーザンとエリザベス＝
ジェインに再会した時は，都会人の様相で町長らしく立派な服装や豪華な
宝飾に身を包み，社会的な地位や名声を博する町の実力者として登場する。
He was dressed in an old-fashioned evening suit, an expanse of frilled 
shirt showing on his broad breast; jewelled studs; and a heavy gold 
chain. （33）
　そのヘンチャードが町長として長年にわたり町の発展に貢献していたと
しても，自らの手腕を発揮している場面はほとんど見られない。例えば，
悪天候による不良の小麦を良質にして味の改良を試みる方法について，穀
粒を乾燥したり冷却したりする技術革新的なファーフレーの心意気をヘン
チャードは高く評価し，穀物部門の管理を任せる。このように，実用的な
改良法を自ら解明するのではなく，合理主義的なファーフレーの能力に頼
ってしまうのである8）。また，天候への備えを怠り住民の評判を下げてし
まったり，過去の過ちが暴露されることで意気消沈したり，明敏できびき
びと立ち振る舞うファーフレーの台頭に嫉妬心を抱いたりといったように，
さまざまな負の連鎖に遭遇する。
　このようにヘンチャードは，主体性や協調性の欠如により，幾重にも挫
折感を味わい，自らのエネルギーを消耗してしまうこととなる。
　しかし，ヘンチャードは決して屈することはない。ヘンチャードの活力
が再び漲るのは，物語の最後で立派な服とシルク・ハットを脱ぎ捨て，初
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めて登場したように藺草の籠を背負い，脚半やズボンを身に着けた干し草
刈りの姿の場面である。年齢を重ねたヘンチャードは，エリザベス＝ジェ
インと一緒に暮らすことができない絶望感を抱きながら，原野に向かって
歩いていく。疲労や心痛を抱えた心を休息させる場所は，カスターブリッ
ジから離れた畑の稲むらの中であった。スーザンの指輪を見つけた朝日で
の目覚めのように，麦の刈り株の向こうから差し込む燃える日差しで目を
覚ましたヘンチャードは，前日にはなかった食欲を回復させている。この
ような回復に向かう活力は，『帰郷』におけるクリム・ヨウブライト（Clym 
Yeobright）にも見られるものである。クリムはパリから故郷のエグドン・
ヒースに帰り，過度の勉強による疲労から失明の危機に瀕する。その時，
労働として選んだのが地元のハリエニシダ刈り（furze-cutter）である。エグ
ドン・ヒースでハリエニシダを刈るクリムは，‘The monotony of his oc cu-
pa tion soothed him, and was in itself a pleasure.’（The Return of the Native, 245）
とあるように，地元の野良仕事に精を出すことで，心身ともに回復し活動
する力を取り戻していくのである。クリムと同じようにヘンチャードも，
太陽の日差しを浴びて自然が息づく大地に触れ合う野良仕事によって，再
び生きる力を蘇らせることとなるのである。
　このように自然は，ヘンチャードに限りない恩恵をもたらす一方で，情
け容赦のない仕打ちを与えたりもする。例えば，迷信深いヘンチャードは，
天候によって左右される米の収穫の出来栄えを予測するため，蝋燭の炎や
薬草の匂いなどから判断する怪しげな天気占い師を訪れる。彼の予報を信
じたヘンチャードは米を大量に買い入れ，結果として大損させられてしま
う。どんなに意志の強いヘンチャードでも，自分の願望とは無関係に，自
然の無慈悲を思い知らされるのである。
　以上のとおり，ヘンチャードの人物像は，人生のさまざまな浮き沈みを
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甘受し，葛藤しながら真摯に向き合う不屈の生命力をもって描かれている。
ヘンチャードの生きる原動力には自然現象と結びついた再生力があり，自
然の権化のように大自然の多様性と呼応するヘンチャードは，まさに大自
然を体現する人物なのである。
第 ₂ 章　エリザベス＝ジェインの「大地性」
1　エリザベス＝ジェインの人物像
　エリザベス＝ジェインは，スーザンと船乗りのニューソンとの娘であり，
温順で地味な性格の一方で，知的向上心に富み，音楽を愛する18歳の女性
である。母親の目から見ても，娘には美しくなる素質や若さに満ちた躍動
感があふれていた。
　カスターブリッジに来る前の暮らし向きは厳しく，ニューソンが海で亡
くなったのではないかという知らせを受けた母娘は，ヘンチャードを探す
旅に出る。体調がすぐれない母親を気遣った娘は，ヘンチャードに関する
さまざまな情報を集めるなど観察眼の鋭さを発揮する。カスターブリッジ
での宿泊費のために，自発的に給仕の仕事を申し出たり，ベッドメーキン
グの仕事を手伝ったりもする。品位を落としてでも機転を利かせて振る舞
うエリザベス＝ジェインの行動は，のちにヘンチャードの怒りにふれるこ
とにはなるが，利発な女性であると示唆されるものである。Katharine 
Rogers もハーディの作品の中で，誰よりもエリザベス＝ジェインに理性が
あると指摘している9）。
　のちに，スーザンとヘンチャードが再婚することによって，エリザベス
＝ジェインの暮らしは一変し，大邸宅で裕福な生活を送るようになる。そ
れまでの身なりは質素であったが，ヘンチャードから贈られた上品な手袋
や帽子などを身につけると，肥沃な田土に根を生やし水面から突き出した
蓮の花（a water-flower （85））のように，周囲の人たちの注目を浴びる。そし
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て，心の安定とともに美しさも増し，ファーフレーも賛美するほど艶やか
な魅力がほとばしるのである。
　But Donald Farfrae admired her, too; and altogether the time was an 
exciting one; sex had never before asserted itself in her so strongly, 
︙ .（94）
　やがて，外観を飾ることでは満たされない知的向上心が日増しにエリザ
ベス＝ジェインの心を膨らませる。自らの教養の欠如に気づいたエリザベ
ス＝ジェインは，書物を購入し学問に励もうと志を立てるのである10）。
Better sell all this finery and buy myself grammar-books, and 
dictionaries, and a history of all the philosophies!”（95）
　その後，エリザベス＝ジェインは，教養が身につき上品な生活を見習う
ことができる家庭で仕事をしたいとヘンチャードに申し出る。心身ともに
自立していく時期を迎えるのである。健気で何事にも熱心な姿勢が，自ら
の成長にさらに磨きをかけていく。
　また，生まれつき感性豊かなエリザベス＝ジェインは，ファーフレーの
情感あふれる歌にうっとり聞きほれる11）ほどの音楽好きでもある12）。メロ
ディーが五感を刺激し，繊細な感受性がさらに研ぎ澄まされていくのであ
る。
　Elizabeth-Jane was fond of music; she could not help pausing to listen; 
and the longer she listened, the more she was enraptured. She had 
never heard any singing like this; ︙ .（50）
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　「動きの詩」（the poetry of motion （104））であるダンスに憧れるエリザベス
＝ジェインは，結婚披露パーティーで新郎のファーフレーの歌声に共感し
てダンスを披露し，歓喜にあふれ精気を発散する。歌やダンスには人間の
感覚を刺激するだけではなく，生きゆくものすべての生命力を引き出す力
がある。そのパワーをエリザベス＝ジェインは，全身に漲らせていくので
ある。
Farfrae was footing a quaint little dance with Elizabeth-Jane-an old 
country thing, the only one she knew, and though he considerately 
toned down his movements to suit her demurer gait, ︙ . The tune had 
enticed her into it; ︙ . （104-106）
　以上のとおり，健やかで素朴なエリザベス＝ジェインは，地道な努力家
で学問や教養など幅広い知識を獲得し，音楽を通して感性という心の栄養
を摂取していく。より優れた人間へと自らを成長させるために必要なあら
ゆる要素を心身に吸収させ，浸透させていくのである。
2　エリザベス＝ジェインと自然
　花の蕾のように自ら発芽し，開花するエリザベス＝ジェインは「自然の
花」（flower of Nature）と表現され，カスターブリッジの大地に咲き出るの
である。
　It was an odd sequence that out of all this wronging of social law came 
that flower of Nature, Elizabeth. （313）　（下線筆者）
　エリザベス＝ジェインは，スーザンのことづけを伝える役割を果たすた
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め，秋のおだやかな町並の趣を味わいながら，ヘンチャードの家まで歩い
ていく。そこにはさまざまな花が鮮やかに咲きほこる光景が，あたかもエ
リザベス＝ジェインが目でデッサンしているかのごとく描かれており，「自
然の花」という抽象的な譬えだけでなく，実際に花に囲まれた環境におけ
る自然との結びつきが示唆されているのである。
Hence, through the long, straight entrance passages thus unclosed 
could be seen, as through tunnels, the mossy gardens at the back, 
glowing with nasturtiums, fuchsias, scarlet geraniums, “bloody 
warriors,” snapdragons, and dahlias, this floral blaze being backed by 
crusted grey stone-work remaining from a yet remoter Casterbridge 
than the venerable one visible in the street. （59）
　エリザベス＝ジェインは常に物静かで特に目立つ行動はせず，鋭い観察
眼で相手の言動を冷静に判断し，自分の置かれた状況を前向きに受け入れ
る。作品のいたるところに登場し，周囲の声や様子を分析する洞察力を発
揮して的確に対応する。この受け身とも思える態度は，観察し学ぶという
自発的な行動であり，Michael Millgateが，静かで慎み深いエリザベス＝ジ
ェインは非常に興味深い役割を担っていると指摘するように13），光彩をは
なった存在感を示すものである。
　The quiet bearing of one who brimmed with an inner activity 
characterized Elizabeth-Jane at this period. （297）
　このエリザベス＝ジェインの物静かで芯の強い性質は，『はるか群衆をは
なれて』において植物界を描写した次のような表現を具現化するものでも
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ある。
The vegetable world begins to move and swell and the saps to rise, till in 
the completest silences of lone gardens and trackless plantations, where 
everything seemed helpless and still after the bond and slavery of frost, 
there are bustlings, strainings, united thrusts and pulls—︙ . （Far From 
the Madding Crowd, 106）
　エリザベス＝ジェインは，植物が気候変動などに耐えながら生長する力
強さや，あらゆる大地でほかの植物と勢いよく苦闘しながら育つ様子を形
象する人物なのである。控えめではあるが，自発的に学び，困難への対応
力を備えたエリザベス＝ジェインは，華やかで目立つルセッタ・テンプル
マン（Lucetta Templeman）とは大きな相違がある。ヘンチャードのかつての
恋人であるルセッタは教育も十分受けている美しい女性で，エリザベス＝
ジェインが初めて見かけた時，身だしなみや淑やかな歩き方に目を奪われ
るほど鮮やかな印象を与えている。
　David Cecilは，ルセッタには，『帰郷』のユーステイシア・ヴァイ（Eustacia 
Vye）や『森林地の人々』のフェリス・チャーモンド（Felice Charmond），『塔
上の二人』Two on a Tower （1882）のヴィヴィエット・コンスタンタイン
（Viviette Constantine）と同じような魅惑があると評しており14），気品のある
物腰や風格がある一方で，心に情熱を鼓動させた艶やかな女性であるとい
える15）。
　命ある小さな生き物の蝶に譬えられるルセッタは，蜂に譬えられるファ
ーフレーと腕を組んで歩き，祝福に包まれた喜びを披露する。
　As on the Sunday, so on the weekdays, Farfrae and Lucetta might 
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have been seen flitting about the town like two butterflies-or rather like a 
bee and a butterfly in league for life. （232）
　一方，エリザベス＝ジェインは，空中を軽やかに舞う蝶のようなルセッ
タに相反して土に根を生やす「自然の花」に譬えられており，大地の栄養
素を吸収しひっそりと生長する気質が際立つのである。
　以上のとおり，自らの力を最大限に発揮し奮闘するエリザベス＝ジェイ
ンは，新芽が萌え出ようとするかのように，苗床となるカスターブリッジ
の大地で生長しながら大輪を咲かせる。ここに，エリザベス＝ジェインと
大地との結びつきが示唆されているのである。
第 ₃ 章　ヘンチャードとエリザベス＝ジェインの「共鳴性」
　町長になる前のヘンチャードは，極端な自尊心と貧しい生活への屈辱か
ら不平不満をもらし，自らの境遇を常に人のせいにしていた。町長になる
と，きらびやかな宝飾と衣類を身にまとい，大きな家に住んでいながらも，
ファーフレーとの競争心から野望を燃やし，傲慢で向こう見ずな言動をと
る。町長を退任すると，ファーフレーたちが用意してくれた小さな種苗店
で平穏な日々を送るのである。
　By the end of a year Henchard’s little retail seed and grain shop, not 
much larger than a cupboard, had developed its trade considerably, and 
the stepfather and daughter enjoyed much serenity in the pleasant, 
sunny corner in which it stood. （297）
　このような安らかな日々を過ごす中でも，ヘンチャードは，実の娘のよ
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うに愛せるかもしれないという期待が膨らみ，エリザベス＝ジェインをか
けがえのない重要な存在として接していくのである。
［H］is life seemed centring on the personality of the stepdaughter whose 
presence but recently he could not endure. （285）
　さらに，ヘンチャードにとって，エリザベス＝ジェインの愛情が日増し
に闇の中の一条の光となり，極端な性格が落ち着きで満たされていく。
But about Elizabeth-Jane; in the midst of his gloom she seemed to him 
as a pin-point of light. He had liked the look of her face as she answered 
him from the stairs. There had been affection in it, and above all things 
what he desired now was affection from anything that was good and 
pure. （283）
　それまで自己中心的で威圧感のある人物として描写されていたヘンチャ
ードが，ルセッタの死に衝撃を受け，疲れ切ったエリザベス＝ジェインの
ために，暖炉の火を用意したり，湯を沸かしたりといったように，相手を
思いやる振舞いをするようになる。
［H］e waited on, looking into the fire and keeping the kettle boiling with 
housewifely care, as if it were an honour to have her in his house. （286）
　このように，徐々にヘンチャードは，横柄な激しい気性から，平穏や癒
しを求める自制的な性格へと変わっていく。ヘンチャードが朝食の準備で
炉の火を灯した，その瞬間，‘In truth, a great change had come over him with 
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regard to her, ︙ .’（286）とあるように，ヘンチャードの心に急激な変化が沸
き起こる。火山や雷雨のような激しい性質を持つヘンチャードは，穏やか
で謙虚なエリザベス＝ジェインとともに暮らしていくうちに，希望の炎が
芽生え，彼女の性質によってヘンチャードの心が変わっていくのである。
　ファーフレーとの結婚披露パーティーで，実の父親であるニューソンの
ことでエリザベス＝ジェインから痛烈に非難された時も，ヘンチャードは
弁解もせず，一言も語らない。内省し，自己と向き合うことを成し遂げた
ヘンチャードの気質の成長ともいえる。Juliet M. Grindleも，ヘンチャード
はエリザベス＝ジェインに関するあらゆる状況を受け入れると指摘してい
るとおり16），エリザベス＝ジェインは，ヘンチャードの心を変えていく大
きな存在となり，心の衣替えを促す人物となるのである。
　物語の最後に，冒頭の場面と同じように簡素な野良仕事着を装ったヘン
チャードは，自然の宝庫であるエグドン・ヒースへと足を踏み入れる。町
長であったヘンチャードは，農村との関わりが深いカスターブリッジの町
で，切磋琢磨しながら生活を営んだ。しかし，次期町長となるファーフレ
ーの出現に暗示されるように，徐々に合理化された町へと移り変わってい
くことでヘンチャードには居場所がなくなり，自然の原風景ともいえるエ
グドン・ヒースへと誘われる。
　それは，自然の権化であるヘンチャードが，田園風景に彩られたカスタ
ーブリッジの町から自然美を醸し出すエグドン・ヒースに「戻る」ことを
表わしている。つまり，エグドン・ヒースこそ唯一，un-mayor となったヘ
ンチャードにとって大自然の営みと息が合い，精気と休息の源となり得る。
まさに自然から自然への「帰還」を成し遂げるのである。
　エリザベス＝ジェインとファーフレーがいくら探しても，ヘンチャード
の姿はどこにも見当たらない。ヘンチャードは次のような最期の言葉を残
し，エグドン・ヒースの地へとかえっていく。
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“That Elizabeth-Jane Farfrae be not told of my death, or made to grieve 
on account of me.
“& that I be not bury’d in consecrated ground.
“& that no sexton be asked to toll the bell.
“& that nobody is wished to see my dead body.
“& that no murners walk behind me at my funeral.
“& that no flours be planted on my grave.
“& that no man remember me.
“To this I put my name.
 “MICHAEL HENCHARD.”（321）（下線筆者）
　エリザベス＝ジェインに知らせないでほしいと綴るヘンチャードの心情
は，精一杯の最後の強がりである。文言では表されていない本心として，
真心込めて愛した義娘に知らせたいという願いが逆説的に語られているか
らである。例えば，‘no man remember me.’ という言葉には，思い出を心に
刻んでほしいという願いが織り込まれている。それは，生前，カスターブ
リッジを立ち去る際に，ヘンチャードがエリザベス＝ジェインに “Promise 
not to quite forget me ︙ .”（306）とか，“think of me sometimes in your future 
life ︙ .”（306）と，何度も本心を吐露していることからいえる。遺言の文面
にある ‘not’ や ‘no’ という言葉の繰り返しは，弔いの鐘のようにエグドン・
ヒースに鳴りわたり，自分が生きてきた証を強く訴えるかのような響きと
して印象付けられている。
　エリザベス＝ジェインは，ヘンチャードが自分の心の弱さを見せること
ができる唯一の人物であった。エリザベス＝ジェインも，ヘンチャードの
遺言の真意を受け止め，尊重したのである。最期のメッセージには，ヘン
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チャードの強気と弱気が拮抗する懸命な足掻きが込められており，人生を
単に悲観的に終わりにするのではなく，真正面から向き合う姿勢が浮き彫
りとなっている。ヘンチャードの繁栄と衰微の人生は，人智を越え，生き
抜く力強さが表されている。
　J. Hillis Miller がエリザベス＝ジェインの鋭敏な才知について述べている
ように17），彼女は離れたところから他人や物などを観察し自問することで
多くを学び，さらに自分自身を遠くからも意識的に見ることで成長してい
く。この心の誠実さが，悟りを開く原動力となる。
　ヘンチャードが記した痛切な思いを尊重するエリザベス＝ジェインの姿
勢からは，二人の間に互いを引き合う力が働いているかのような共鳴感が
生み出される。エリザベス＝ジェインが最後に悟る心の境地は，ヘンチャ
ードのすさまじい生き様を間近で感じ取ってきたからこそ達し得たもので
あり，ありのままの姿で自分の人生を築いていく指針となるのである。
　以上のとおり，壮絶な人生を歩んだヘンチャードの生き方はエリザベス
＝ジェインの心に強く刻まれ，彼女の人生の活路の礎となる。ヘンチャー
ドとエリザベス＝ジェインは引力に導かれ，雨が大地に浸透していくよう
に，ヘンチャードの本性といった自然の気質がエリザベス＝ジェインに吸
収され，受け継がれていく。このように，ヘンチャードとエリザベス＝ジ
ェインには，互いに共鳴し合う力強い結びつきがあるのである。
お わ り に
　自然現象と結びつき，恩恵や猛威をもたらす自然の多様性と呼応するヘ
ンチャードは，大自然を体現し，人間の本性である自然と一体化する人物
である。カスターブリッジで生長しながら大輪を咲かせるエリザベス＝ジ
ェインは，大地との結びつきが示唆されている。この二人には，互いに歩
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み寄り，共鳴し合うといった力強い結びつきがある。
　トマス・ハーディが『帰郷』で描いたエグドン・ヒースには，大自然の
悠久性と，人間性を帯び道理を超越した崇高なる大地が表されており，ハ
ーディの自然観の原点がある。力強さと不屈の活力であふれる人間像を描
き続けるハーディは，『カスターブリッジの町長』において主人公マイケ
ル・ヘンチャードを通して人間の偉大さを表現した。そして，ハーディは，
大自然に人間性を，また，人間に大自然性を結びつけることによって，脳
裏に残る生まれ育った故郷を愛しながら，ふるさとの変わりゆく自然を受
け入れつつ，自然と人間の一体化を作品の中で生み出した。まさに自然の
崇高さに人間の生命力の強さを重ね合わせたのである。ハーディの自然観
は，万物の根源を成す自然そのものに，人間の性質である本性といった自
然を織り交ぜたものであるといえる。
註
₁） The Graphic （January to June, 1886.）に掲載されたタイトルは，すべてThe 
Mayor of Casterbridge であるが，Macmillanから出版された初版（1902）では，
The Life and Death of the Mayor of Casterbridge – A Story of a Man of Character
というタイトルとなっている。
₂） のちに『ダーバヴィル家のテス』Tess of the d’Urbervilles （1891）の中で描か
れる，田畑に生息する小動物たちが自動刈取り機によって居場所を追い立て
られる場面に象徴されるように，ハーディは，田舎の自然が徐々に変化する
様子も肌で感じとっている。産業革命以降の機械工業導入による技術革新や，
農業革命にみられる農業生産と農村社会の構造の変化によって，イギリス社
会は大きな変革を迎えていたり，チャールズ・ダーウィン（Charles Robert 
Darwin, 1809-1882）の『種の起原』On the Origin of Species （1859）が自然科
学をはじめ多方面の分野に画期的な影響を与えたりもしつつあった。
₃） ハーディは，序文の中で，この物語はもっとも詳細に一人の人間の行動と
性格を研究したものであると述べている。
  The story is more particularly a study of one man’s deeds and character than, 
perhaps, any other of those included in my Exhibition of Wessex life. （Preface: 
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February 1895 -May 1912 , 379）
₄） The Early Life of Thomas Hardy, 1840-1891には，イギリスの小説家ロバー
ト・ルイス・スティーブンソン（Robert Louis Stevenson, 1850-1894）が，1886
年に次の手紙をハーディに送っていることが記載されている。彼はヘンチャ
ードのことを ‘a great fellow’ と評しており，『カスターブリッジの町長』を劇
化するようハーディに提案している。
  “I have read ‘The Mayor of Casterbridge’ with sincere admiration: Henchard 
is a great fellow, and Dorchester is touched in with the hand of a master.
  “Do you think you would let me try to dramatize it? I keep unusually well, ︙ . 
（235）
  このスティーブンソンの申し出に対して，The Collected Letters of Thomas 
Hardy によると，ハーディは同年，次のように応じている。
  I feel several inches taller at the idea of your thinking of dramatizing the 
Mayor, Yes, by all means. （146）
  その後，劇化された作品をハーディもウェイマス（Weymouth）で見てい
ることが Michael Millgate の Thomas Hardy: A Biography に記録されている。
  In September 1926, at Hardy’s suggestion, she［=Florence］ went with Mrs 
Bugler to see the Barnes Theatre production of John Drinkwater’s 
dramatization of The Mayor of Casterbridge, and Hardy was himself able to see it 
shortly afterwards at a special matinée put on at Weymouth largely for his 
benefit. （563）
₅） Michael Millgate は，Thomas Hardy: His Career as a Novelist の中で，次の
ように述べている。
  He［=Hardy］ thus insists upon the intimate connection between Casterbridge 
and the surrounding countryside, and while it is a relationship in itself 
picturesque-as butterflies fly along the High Street on their way from one field 
to another-it is at the same time absolutely fundamental to the economy of the 
town, and to the action of the novel. （222）
  また，Keith Wilsonも，A Companion to Thomas Hardy の中の論文 “Thomas 
Hardy of London.” で，ハーディの感性とイングランドの田園との関わりにつ
いて述べている。
  This was his first extended separation from his family and from Dorset, at that 
time the still remote area of rural England that shaped his sensibility and with 
which he and his writings will always be most inextricably connected. （146）
₆） Jeannette KingはTragedy in the Victorian Novel の中の論文 “Thomas Hardy: 
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Tragedy Ancient and Modern” で次のように述べている。
  The Mayor of Casterbridge is the novel most often used to demonstrate the 
influence of Greek tragedy on Hardy. The sufferings of Michael Henchard are 
presented in the context of a strongly felt, if ambiguous, moral order and 
system of justice. （107）
₇） 色白で生き生きとした目をしているファーフレーは，浅黒く，鋭い目つき
をしたヘンチャードよりも若い好青年である。また，二人は，‘Farfrae’s 
character was just the reverse of Henchard’s, ︙ .’（112）とあるように，正反対
の性質を持つ人物像として描かれる。ヘンチャードはすぐに癇癪を起こす気
難しい性格で，読み書きなどが苦手なことから帳簿の管理は門外漢である。
一方，知的で鋭敏な頭脳の持ち主であるファーフレーには，実務能力に優れ
た気質がある。
₈） 機知に富んだファーフレーは，農場経営にも深く関わり力量を発揮し，地
元を活性化させて人々の信頼を得ていく。例えば，ルセッタがエリザベス＝
ジェインに ‘a sort of agricultural piano’（166）と語るように，色鮮やかに塗ら
れ，大きなスズメバチやバッタなどを組み合わせたように見える小麦用の新
式の農機具も，新しい技術を紹介する奇抜な発想を持つファーフレーが発案
したものである。
  It was the new-fashioned agricultural implement called a horse-drill, till then 
unknown, in its modern shape, in this part of the country, where the venerable 
seed-lip was still used for sowing as in the days of the Heptarchy. （166）
₉） Katharine Rogersは，The Centennial Reviewの中の論文 “Women in Thomas 
Hardy” で，エリザベス＝ジェインについて次のように述べている。
  Hardy’s belief that women were naturally irrational is shown by his 
characters-for there is not a rational female among them except Elizabeth Jane 
in The Mayor of Casterbridge—︙ . （256）
10） エリザベス＝ジェインは独学で励もうとするほど，知的な欲求が旺盛な女
性である。その他の作品においても，例えば『緑樹の陰で』のファンシー・
デイ（Fancy Day）は教師となって，また『森林地の人々』のグレイス・メ
ルベリー（Grace Melbury）は寄宿学校で学問を身につけた後に，それぞれ
故郷に戻る。『ダーバヴィル家のテス』のテス・ダービフィールド（Tess 
Durbeyfield）も国民教育と標準的知識を身につけていることなどから，ハー
ディの作品に登場する女性たちは知の習得に意欲的な人物として描かれてい
る。
11） カスターブリッジの住人たちが集まる中で，ファーフレーは故郷の歌を誠
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実に魅力ある歌い方で披露する。スコットランドの山や谷，町や塔，緑の茂
みや川などを素材にこだまのように生き続ける歌には，情趣を共有する感覚
を掘り起こす力があり，耳を傾けずにはいられない哀感漂う調べが聞いてい
る人々の心に届けられる。歌っているファーフレーの目にも涙があふれ出る
ほどの感動が映し出される。ファーフレーは，歌うことを通して自然を享受
しているといえる。
  “When the flower is in the bud, and the leaf upon the tree, The lark shall sing 
me hame to my ain countree!” （50）
12） Michael Irwinは，Reading Hardy’s Landscapesの中で，ハーディが幼いころ
から音楽との関わりが深いと述べ，彼の作品には音楽が重要な要素であるば
かりでなく，風や雨，雷鳴などの自然の音もまた ‘a sort of invisible ‘stuff’’（38）
であると指摘している。
  Repeatedly music is shown to have a powerful influence on emotional life. 
Stephen Smith falls in love with Elfride as she sings to him at the piano. 
Elizabeth-Jane is moved by Farfrae’s singing, Tess by Angel’s harp-playing. 
（37）
13） Michael Millgate は，Thomas Hardy: His Career as a Novelist の中で，エリ
ザベス＝ジェインの役割の重要性を指摘する。
  Quiet and unobtrusive though she is, Elizabeth-Jane’s role is an 
extraordinarily interesting one, without a close parallel elsewhere in Hardy’s 
work. ︙ Elizabeth-Jane sits quietly, suffers quietly, watches, and learns. ︙ The 
role of Elizabeth-Jane prompts certain questions about Hardy’s handling of 
point of view in The Mayor of Casterbridge. （228）
14） David Cecil は，Hardy the Novelist: An Essay in Criticism の中で次のように
述べている。
  ［T］here is the passion-tormented, romantic enchantress-Eustacia, Mrs. 
Charmond, Lucetta, Lady Constantine. （84）
15） ルセッタには，ユーステイシアと異なり，ヘンチャードからファーフレー
に一瞬で心変わりが起きるような移ろいやすい性質がある。
  Hyperborean crispness, constringency, and charm, as of a well-braced 
musical instrument, ︙at sight, made his unexpected presence here attractive to 
Lucetta. （155）
16） Juliet M. Grindleは，The Novels of Thomas Hardy の “Compulsion and Choice 
in The Mayor of Casterbridge”の中で，エリザベス＝ジェインの存在の大きさ
がヘンチャードの心の変化をもたらしていると指摘している。
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  He stops fighting and edges towards a state of acceptance. He accepts all that 
Elizabeth-Jane is and does, he accepts his own agonised fear of losing her, he 
accepts Farfrae’s and then Newson’s claims to her, and he accepts the prospect 
of a life apart from her. （101）
17） J. Hillis Miller は， A Companion to Thomas Hardy の中の論文 “Modernist 
Hardy: Hand-Writing in The Mayor of Casterbridge.” で次のように論じている。
  She［=Elizabeth Jane］is not only given to watching others at a distance. She 
also self-consciously watches herself from a distance, as many passages attest. 
（448）
Bibliography
Hardy’s Works
Hardy, Thomas. The Mayor of Casterbridge: The Life and Death of a Man of 
Character. London: Penguin Classics, 1997.
Hardy, Thomas. The Graphic: “The Mayor of Casterbridge.” Volume 33, January to 
June, 1886.
Hardy, Thomas. The Life and Death of The Mayor of Casterbridge: A Story of a Man of 
Character. Macmillan, 1902.
Hardy, Thomas. Far From the Madding Crowd. London: Penguin Classics, 2000.
Hardy, Thomas. The Return of the Native. Oxford: Oxford University Press, 1990.
Hardy, Thomas. Tess of the d’Urbervilles. Oxford: Oxford University Press, 1983.
References
Cecil, David. Hardy the Novelist: An Essay in Criticism. London: Constable, 1943.
Grindle, Juliet M. “Compulsion and Choice in The Mayor of Casterbridge.” The Novels 
of Thomas Hardy. Anne Smith ed. Plymouth and London: Vision Press, 1979.
Hardy, Florence Emily. The Early Life of Thomas Hardy, 1840-1891. London: 
Macmillan, 1928.
Irwin, Michael. Reading Hardy’s Landscapes. Basingstoke: Palgrave, 2000.
King, Jeannette. Tragedy in the Victorian Novel. Cambridge: Cambridge University 
Press, 1978.
Miller, J. Hillis. “Modernist Hardy: Hand-Writing in The Mayor of Casterbridge.” A 
Companion to Thomas Hardy. Keith Wilson ed. Chichester: Wiley-Blackwell, 
2013.
Millgate, Michael. Thomas Hardy: His Career as a Novelist. London: The Bodley 
― 83 ―
The Mayor of Casterbridge における大自然とヘンチャード
Head, 1971.
Millgate, Michael. Thomas Hardy: A Biography. London: Oxford University Press, 
1982.
Purdy, Richard Little and Millgate, Michael eds. The Collected Letters of Thomas 
Hardy. Volume One 1840-1892. Oxford: The Clarendon Press, 1978.
Rogers, Katharine. “Women in Thomas Hardy.” The Centennial Review, No.19, 1975.
Wilson, Keith. “Thomas Hardy of London.” A Companion to Thomas Hardy. 
Chichester: Wiley-Blackwell, 2013.

